
 

 

各 位 

特別利益特別利益特別利益特別利益、特別損失、特別損失、特別損失、特別損失

 

当社は、平成 26 年 3 月期（平成

特別利益および特別損失を計上

平成 25 年 5 月 10 日に公表しました平成

たしましたので、お知らせいたします。

 

1． 特別利益、特別損失の計上 

(1) 特別利益の計上 

当社の生産子会社である

ました人工透析関連製品の

び平成 23 年 10 月にタイ国で発生した大

として 2,600 百万円計上する

 

（2） 特別損失の計上 

当社および当社グループが保有する生産設備等の固定資産に

を踏まえ、それぞれの回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係

に基づき、特別損失として 2,

 

2． 通期連結業績予想 

(1) 平成 26 年 3 月期連結業績予想数値の修正（平成

 
売上高

 

前回発表予想（A） 

今回修正予想(B) 

増減額（B-A） △

増減率（%） 

（ご参考)前期実績 

（平成25年3月期） 
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、特別損失、特別損失、特別損失、特別損失の計上の計上の計上の計上および業績予想の修正に関するおよび業績予想の修正に関するおよび業績予想の修正に関するおよび業績予想の修正に関するお知らお知らお知らお知ら

月期（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）の連結決算において

計上する見込みとなりましたのでその概要をお知らせするとともに、

しました平成 26 年 3 月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正い

たしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

生産子会社であるカワスミ ラボラトリーズ タイランド（タイ）において製造しており

ました人工透析関連製品の委託製造契約の終了にともなう製造委託元

月にタイ国で発生した大規模洪水にともなう受取保険金の残額

計上する見込みです。 

当社および当社グループが保有する生産設備等の固定資産について、今後の事業環境等

それぞれの回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係

,100 百万円の固定資産の減損損失を計上する見込みです。

月期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 

百万円 百万円 百万円 百万円 

28,800 700 700 500 

27,600 700 600 550 

△1,200 - △100 50 

△4.2 - △14.3 10.0 

27,830 419 828 819 

 

平成 26年 3月 28日 

川 澄 化 学 工 業 株 式 会 社 

 川野 幸博 

7703 東証第二部） 

岡本 稔 

5769-2600） 

お知らお知らお知らお知らせせせせ 

日）の連結決算において

する見込みとなりましたのでその概要をお知らせするとともに、

月期の通期連結業績予想を下記のとおり修正い

において製造しており

元からの補償金およ

規模洪水にともなう受取保険金の残額を特別利益

て、今後の事業環境等

それぞれの回収可能性について検討した結果、「固定資産の減損に係る会計基準」

減損損失を計上する見込みです。 

年 3 月 31 日）   

1 株当たり 

当期純利益 

円 銭 

21.86 

24.05 

 

 

35.83 



 

(2) 業績予想の修正理由 

体外循環関連セグメントにおいて血液回路や生理食塩液等の販売拡大が期首計画を下回

っていること、また一部 OEM 製品の販売が計画を下回っていること等から、売上高が期首予

想を下回る見込みです。 

経常利益は、稼働休止中の固定資産の減価償却費を営業外費用として計上すること等か

ら、期首予想から減少する見込みです。 

また、特別利益、特別損失の計上にともない当期純利益が期首予想に比べて増加する見込

みです。 

      

 

（注） 上記予想値は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、

実際の業績は今後の様々な要因により異なる結果となることがあります。 

 

 

以上 


